
 

     観音堂拝観（お盆期間） 

第１日目 ７/１３(土) 

      “すごいねぇ～、この絵天井” 

 

   

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

・オオキンケイギク駆除 …Ｐ2～Ｐ3 

・「花のデッサン」      …Ｐ4 

・2 年目のモニタリング調査   …Ｐ5 

・大湫病院「納涼祭」  …Ｐ6～Ｐ7 

 

令和元年８月 

第 397 号 

大湫病院(納涼祭)から 7.20(土) 

 



市の支援もいただき、オオキンケイギク駆除作業 

キレイだけど殖やさないで！ 

「フィッシングパーク」附近の農免道路沿いでは、数年前から 6 月にな

ると黄色い花が目立ちました。キバナコスモスのような花。キクの仲間で

すから似ています。だが、この花がオオキンケイギク。環境省が「特定外

来生物」と指定する生物の一つです。 

この植物は「1880年代観賞用、緑化用に導入。全国的に逸出」（環境省ウ

エブサイト）しています。 

大湫町においても、ずいぶん広がって 

おり「神田でもあるよ」「足又のお墓にも 

咲いてんじゃない？」。町内の皆さんもこ 

の花に気づいておられるようです。 

この急速な繁殖に注目し、大湫町自然 

保全委員会が駆除作業を町内の皆さんに呼びかけました。 

呼びかけに応え、6月 30日（日）午前 9時には、町内の有志の方が「ふ

れあい館」に。だがあいにくの空模様。雨粒がいつ落ちてきても不思議で

はない状態。「やれるかなー」「雲は高そうだから、もつんじゃない」「集ま        

らんかも」「やらんと思ってたけど、集まっ 

ていたから来たよ」。 

開始の時刻を迎え、「途中で降るかもしれ 

んが、それまでやりましょう」と自然保全委

員会会長の三戸氏。 

現地ではオオキンケイギクの花は最盛期を

過ぎています。まだ花が咲いているのは、オオキンケイギクとわかるので

すが、葉だけとなっているものや幼体のものはわかりづらく「どれがオオ

キンケイギクかわからんがねー」。「来年になって花が咲いたら、『この区画

は誰がやった？よう、残っとるがねー』ということになるかも」など、ワ

イワイ。 

「駆除は簡単にはいきません。息の長い活動となります。まずは、オオ

キンケイギクが特定外来生物であり、生きたまま移動させること、保管す

ることが禁止されている植物であることを皆さんに知ってもらうことが駆 



除の第一歩です」。今回の駆除作業には、 

瑞浪市の支援もいただきましたし、大 

湫公民館事業と自然保全委員会の活動 

として共催で取り組めました。「先ず、 

駆除対象の植物であることを皆さんに 

知ってもらうことに大きな意義があり 

ました」と、三戸氏。 

幸い、雨も大降りにならず無事終了できました。皆さん本当にご苦労様

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災講話 
家庭でも作れる簡単非常食の作り
方見学（ポリエチレン袋使用） 

 
「はずかしいョー」…看板を設置！ 

               

「裏田」に犬の糞
ふん

が処理されず放置されてい 

            ます。回収処理用具を持参せずに犬の散歩を 

            されている方がみえるようです。 

             町内には、犬だけでなく猫を飼われている 

方もみえます。どうかペットは責任と愛情を

持   て飼ってください。 
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公民館ロビー展示 

「 花 の デ ッ サ ン 」 

釜戸小学校 4 年生の作品が大湫公民館のロビーで展示されています。ロ

ビーを“大湫町文化祭”の時だけでなく日常的に活用していこうとする方

針です。これは公民館の事業計画の一つ。 

これまでも「写真」や「竹細工」・「ペン画」・

「年賀状」・「手作り小物」の作品や「うちわ・

絵がすり」などの収集作品の展示もおこなって

きました。 

今回この計画に協賛くださったのが釜戸小学

校。7 月に展示されたのは、釜戸小学校 4 年生

（小栗（海）、宮地、棚橋、小栗（賢）、土本、

若松の皆さん）の作品。割りばし

と墨を使って作られた「花のデッ

サン」。 

花をよく見ればそれぞれの花に、

一つ一つ違った美しさと輝きがあ

ります。その花を見事に咲かせた

作品となりました。 

今後も、釜戸小学校の児童の皆

さんや大湫町も通学校区となっている瑞浪北中学校の生徒の皆さんの作品

を機会があるごとに展示をしていきます。町内の皆さま、ぜひご覧くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊大湫宿お休み処 

8月の営業は 3日(土)の大湫町夏祭りのみです。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。℡：0572-63-2455 
        

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100円コーヒー） 

8月営業日 第 2・第 4土曜日 

       営業時間 AM9：00～AM11：00  

       営業場所 ふれあいセンター   



2年目を迎えたモニタリング調査 

 2018 年度から植物と蝶の「モニタリング調査」をおこなっています。この

調査は、環境省が実施している壮大な調査。「モニタリングサイト 1000里地調査」

（略して「モニ 1000里地調査」）が正式名称。 

環境省は「1000ヵ所程度のモニタリングサイト

を設置し、基礎的な環境情報の収集を長期にわた

って継続して、日本の自然環境の質的・量的な劣

化を早期に把握」（環境相ウエブサイトより）す

る事業です。この調査に大湫町自然保全委員会が取り組みを開始し、2年目。今

年も折り返しの時期を迎えています。 

里地里山は「昭和 30 年以降、生活や農林業の近代化に伴い二次林や農地の手

入れ・利用がなされなくなり、地域特有の多様な生物の生息・生育環境の質が低

下しつつあります」（同上）。大湫の調査地はまさにこうした里山里山。5年間の

調査で今後どのように変化していくのかをじっくり調べて行きます。 

大湫の調査が新聞に取り上げられたこともあり、町外の日吉・釜戸・土岐町か

ら自然に関心のある方の参加もいただいてい

ます。 

毎回、新しい発見があるわけではありませ

んが、里地は人の手が加わり保存されている

地域。年数回の草刈り作業もあります。こう

した、変化も含め自然の動きがどうなるかが楽しみです。 

「Y さんの話を聞くのが楽しみで参加しています」。こんな楽しみとともに自

然にかかわる知識を互いに高め合うことができます。 

植物調査は、毎月第 4 日曜日（原則）。午前 9時からです。集合場所は、宗昌

寺の駐車場。参加は自由です。お問い合わせ先は、大湫コミ（0572-63-2360）。 

花も間近なカタクリを観察 

チョット記念に。参加者一同 



思い出に残る納涼祭となりました 

大湫病院 纐纈富久 

7 月 20 日（土）恒例の納涼祭を開催しました。この時期、梅雨明け前後

の不安定な天候でいつもやきもきします。今年は思いもよらぬ早い台風の接

近に戸惑いながらも準備を進めてきました。しかし台風もそれて、今年も地

域から多数の皆様方にご来場していただき盛会に終了出来ましたこと、誠に

ありがとうございました。 

 元号が令和となり、新しい時代がスタートしました。それに相応しい納涼

祭になったと思います。これもひとえに地域の皆様方のご協力の賜物だと感

謝しています。私が入職した時には（昭和 52年）「盆踊り・花火大会」とし

て、長年地域の皆様方にも親しまれてきましたが、平成 13 年に更に交流が

深められるようなイベントにできないものかと実行委員会を立ち上げ、名称

を「納涼祭」としました。そこで地元大湫町から、立ち上がったばかりの中

学生、高校生の太鼓のグループ「大湫中高生太鼓」を招いての演奏や模擬店、

専門業者に依頼しての本格的な花火大会など、より楽しめるような企画を立

てました。 

 途中、新病棟建設のため平成 18、19 年と中断しましが、2 年振りとなっ

た平成 20 年の開催では、当日は東海地方に梅雨明け宣言され、朝からきび

しい暑さとなったことを覚えています。しかし日が沈み、提灯に灯りがとも

る頃には日中の暑さも和らぎ、会場は入院者のご家族をはじめ、地域からも

多数の方々に来場していただき人で溢れました。また、予定していた駐車場

は直ぐに満車となり、別地に誘導するなどのハプニングもあり、うれしい悲

鳴を上げたことをつい昨日のように思い出します。 

 私が入職した当時は入院医療中心でしたが、ご存知のように現在は地域生

活へと精神科医療の流れも変わり治療、看護の対象者は児童・思春期から老

年期まで、人の成長発達の様々な場面における精神・身体・社会面において

支援を必要とする人達で、予防・治療・リハビリテーションなどの幅広い関

わりが求められており、積極的な取り組みを行っています。そして疾病構造

の変化などに加え治療やお薬、心理社会的療法、精神保健医療サービスの進

展によって、早期に退院される方も増えています。しかし、現在における精

神科医療看護を提供しているにもかかわらず、長期にわたり入院の必要性が

あったり、家族構成の変化によって退院に行き着けない患者さんが存在する

のも現実で、早期退院と長期在院の二極分化ともいえる現象になっています。

これは当院に限ったことではなく、今後の精神保健医療の課題であると思っ

ています。 



そうしたなかでの納涼祭は、入院者の皆様方がとりわけ楽しみにされてい

るイベントで「納涼祭って何なの、今年の納涼祭はいつ」など、それぞれの

病棟で話題になります。とりわけ、「集まろう会大湫太鼓」の演奏は好評で、

メンバーのなかには「大湫中高生太鼓」で活躍して社会人となり、その後結

婚して子どもが誕生。そして一家で参加していただいているなど、ほほえま

しい光景が見られたりしています。また近頃では大湫町だけでなく、釜戸町

など町内外からも参加していただき、大湫病院納涼祭のエンターテイメント

としてすっかり定着して、入院者や病院職員もとても楽しみにしています。 

今年のプログラムは、入院者やスタッフによるカラオケ大会から始まり、

バサラ・盆踊りでは、瑞浪の若手踊り子チーム「MAIYA」の若さと躍動感あ

ふれるエネルギーで元気をいただきました。そして、「集まろう会大湫太鼓」

の演奏は、「しょじょ寺の狸ばやし」、「楽」と「大杉」の 3 曲を幼稚園児か

ら小・中・高校生、そして若者や大人達たちなど総勢 23名による心に響く、

とても力強く感じる演奏でした。 

そして、毎年好評をいただいている縁日での各種模擬店では、販売品目に

よっては早々と売れ切れてしまうコーナーなどもあってご迷惑をおかけし

ました。その売上金すべては、瑞浪市社会福祉協議会を通して寄付させてい

ただきました。ご協力ありがとうございました。 

 夏の夜の、楽しいひとときの最後を花火大会で終了することが出来ました。

地域の皆様方のご協力で、とても思い出に残る納涼祭となりましたことをご

報告させていただきました。 

 

太鼓演奏の写真は小栗和茂さん（神田区在住）によるものです 



 DNA は究極の個人情報―「生物」をもっと身近に 

「DNA鑑定で身元が分かった」。こんな記事を目にしたり耳にしたりする

ことが多くなりました。ではこの、DNAとは何でしょうか。 

ディオキシリボ核酸（deoxyribonucleic acid）という物質の略が DNA

なのです。「生物」の教科書に DNA が取り上げられようになったのは、60

年ほど前のこと。それもそのはず、DNA の構造「二重らせん」が明らかに

なったのは、1953年なのですから。 

この DNAでなぜ個人を特定することができるのでしょうか。 

病院では診察や処置に先立って、氏名と生年月日が尋ねられます。患者

を間違えないようにするためにおこなわれている、いわば 2 段階認証にも

似た確認方法です。この二つが確認されれば、まず患者を取り違えること

はないでしょう。でも氏名や生年月日は言い間違いや、意図的に変えるこ

とだって無いとは言えません。人の意思で変えられないもの、例えば血液

型や指紋なら個人を特定する信頼性は大きいといえます。DNA も変えられ

ないものの一つなのです。 

すべての生き物は細胞からできており、細胞核内には一人一人異なる

DNAがあります。この DNAをつくっている物質は、リン酸・糖・4種類の塩

基（A＝アデニン・G＝グアニン・C＝シトシン・T＝チミン）。そして、リン

酸と糖の部分は共通で、塩基がことなる 4 種類の型（4 種類のヌクレオチ

ド）ができ、その 3つの組み合わせで一つの暗号、

いわば単語となるのです。この暗号の数や組み合

わせにより（いろいろな文章ができるように）、異

なる生物となり、別人となるのです。人間それぞ

れに異なった番号が付いているようなものです。 

DNA が個体識別の重要な役割を果たす理由がこ

こにあります。DNA こそ、究極の個人情報の塊な

のです。 

文責 長谷川 明 

DNA の二重らせん

構造のイメージ 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://1.bp.blogspot.com/-LfgJJl2gB_8/WshBfavwi4I/AAAAAAABLHg/hIL4Feqe-HALqUYxaLh2qq0F9dgitfwjgCLcBGAs/s800/dna.png&imgrefurl=https://www.irasutoya.com/2015/04/dna.html&docid=gZfpSWwyTxRK-M&tbnid=OeY-3oxXUt_YsM:&vet=10ahUKEwjMu6Cl9bvjAhWCKqYKHQwrCqsQMwh0KBQwFA..i&w=623&h=623&bih=481&biw=1039&q=DNA&ved=0ahUKEwjMu6Cl9bvjAhWCKqYKHQwrCqsQMwh0KBQwFA&iact=mrc&uact=8


 

                         ７月２３日まで 

 

 

訪問者 
 

 

 

 
 

 ＊観音堂拝観の案内・・・・１１７名ほど 

    ７/１３ ７/１４ ７/１５ ７/１６ 

応募者 ４名 ０名 ０名 ０名 

当日案内 ２５名 ５５名 ２４名 ９名 

合 計 ２９名 ５５名 ２４名 ９名 
 

   ・市内公共施設へのチラシ配布を行いましたが、 

事前に応募された方は少なく、第 1日目の 

4名だけでした。 

     ・連休で大湫宿を訪れた人に対しても案内の 

対応をしたことで、多くの方が拝観されました。 

 ・太鼓の練習を終えた子供たちも拝観に来て 

くれました。 

   ・14日には旅人企画のツアーがあり、その 

グループ（30人ほど）を案内しました。 

   ・「観音堂の建物・絵天井・観音像」の見方を説明することで喜ばれました。 
  

＊旅人企画のツアーがバス２台（６０人）・・・香川・岡山・神戸方面から（公民館で食事休憩） 

＊東濃の都市計画課関係（１８人）・・・丸森の建物・山車・町並みを紹介 

＊吹田市「浜屋敷」のボランティア（６人）の方と交流 
 

（個人等） 

＊７月に入って曇/雨の日が続き、大湫宿まで足を運ぶ人が少なくなってきたが、２０・２１日に

は中山道歩きの人が１０人以上もあった。（大黒屋の予約が取りやすいことも） 

＊１７宿スタンプラリーも目立つようになってきたが、一人でまとめて も押したり、グループ 

で地区を分担して回ったりする方もあり気になります。 
 

（その他） 

7月 15日(月)、丸森に東京毎日新聞が届きました。  ＊

そこに丸森についての記事が載っていました。 

この記事に関わる出会いは、1年前、ツアーの 

ガイドをして丸森を訪れたキャロリンさんに始まり、 

昼食のお世話をしていた大井宿の小椋さんへと 

つながります。 

今年の４/１８、偶然にもキャロリンさん・小椋さん・ 

毎日新聞の森さん・丸森職員が出会うことになって、 

この記事が生まれ大湫宿が東京で取り上げられました。 

町 外  町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

３１４ １６ １０４ １９ 45３ 4 

R1,4月～ ３,２７３人 
オープンから ２４,２５５人 

７月の丸森だより 

（団体等） 
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も
の
で
す
。 

 

平
穏
な
大
湫
町
に
お
い
て
は
必
要
が
無

い
よ
う
に
感
じ
る
人
も
居
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
が
抑
止
力
に
な
り
、
よ
り
安
全
な

町
を
維
持
し
て
い
け
る
も
の
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。 

ご
苦
労
様
で
す
が
、
今
後
と
も
お
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
活
躍
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

三
輪 

勝
彦 

      

                    

「地域の安全を守る」青色回転灯装備車（通称「青パト」）が、毎月 2

回地域をパトロールしています。きっと見かけたり、放送を聞かれたこ

とがあると思います。 

 6 月で「パトロール実施者証」3 年の有効期間が切れ、講習を受講し

て頂き、7 月から再びパトロールをしていただいてます。 

 今回の更新講習実施を区切りに長い間パトロール隊として活動し、

地域の安全のために活躍いただきました方々の中に、今回で「卒業」

された方もいらっしゃいます。 “お疲れ様でした。おかげで今まで何

事もなく生活することができました”そして、“ありがとうございまし

た”。 

 



リ
・
ア
ッ
プ
「
ひ
よ
も
」
七
／
三
（
水
） 

  
リ
・
ア
ッ
プ
で
き
た
か
な
「
健
康
教
室
」 

健
康
教
室
の
流
れ 

 

一
、
脳
ト
レ 
・
都
道
府
県
当
て
ク
イ
ズ 

 
 
 
 
 
 
 

・
漢
字
パ
ー
ツ
パ
ズ
ル 

 

二
、
お
な
か
元
気
教
室 
腸
の
話(

腸
内
細
菌
等) 

 

三
、
座
っ
て
行
う
体
操 

 

腸
の
長
さ
が
６
メ
ー
ト
ル
、
腸
内
に
は
良
い
菌
・
悪
い
菌
合
わ
せ

て
１００
兆
も
い
て
１．５
キ
ロ
も
の
重
さ
に
な
る
等
つ
い
吸
い
込
ま
れ
て

し
ま
う
筋
運
び
で
時
間
が
短
く
感
じ
、
と
て
も
い
い
内
容
で
あ
っ
た

と
の
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
次
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。 

・
ス
ト
レ
ス
が
病
気
の
原
因
か
も
に
、
う
な
づ
い
た
。 

・
発
酵
食
品
が
腸
を
元
気
に
す
る
、
大
事
な
話
だ
っ
た
。 

・
今
ま
で
内
臓
の
病
気
を
し
た
事
が
な
か
っ
た
事
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
先
、
今
日
の
話
を
元
に
さ
ら
に
気
を
つ
け
た
い
。 

・
昼
間
は
、
こ
う
し
て
み
ん
な
と
話
し
た
り
で
き
る
が
、
夜
は
寂
し 

 

く
布
団
の
中
に
入
っ
て
一
日
に
感
謝
し
て
寝
て
い
る
。 

・
先
生
が
真
剣
に
体
操
さ
れ
る
姿
を
見
て
自
分
も
力
を
も
ら
っ
た
し
、 

な
に
も
か
も
よ
か
っ
た
。 

・
脳
ト
レ
は
、
他
の
雑
誌
に
も
書
い
て
あ
っ
た
。
刺
激
に
な
っ
た
し 

大
切
だ
と
思
っ
た
。
ま
た
や
り
た
い
。 

・「
漢
字
パ
ー
ツ
パ
ズ
ル
」
で
石
・
ノ
・
小
が
「
砂
」
と
９５
歳
の
私

で
も
分
か
っ
て
答
え
る
事
が
で
き
嬉
し
か
っ
た
。
骨
密
度
の
測
定

時
に
一
瞬
６５
歳
に
な
っ
て
し
ま
い
“
６５
歳
”
と
伝
え
、
Ａ
さ
ん

に
笑
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

家
に
帰
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
ら
っ
た
定
規
を
ひ
ま
ご
に
見
せ
た 

ら
、
１５
セ
ン
チ
ま
で
数
え
て
い
た
。
一
年
生
に
な
っ
た
ら
あ
げ
る

約
束
を
し
た
。
そ
れ
ま
で
元
気
で
い
よ
う
と
決
め
た
。
夕
飯
の
時
、

家
族
と
こ
の
話
に
花
が
咲
き
、
よ
て
も
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
。 

 

少
し
で
も
「
リ
・
ア
ッ
プ
」
し
て
い
た
だ 

け
る
事
を
願
い
「
お
茶
飲
み
会
」
を
始
め
て 

五
年
、
参
加
さ
れ
る
方
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由 

で
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
回
の 

よ
う
な
気
持
ち
で
帰
っ
て
い
た
だ
け
た
事
に 

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。 

  



健
康
に
生
き
る
に
は 

や
は
り
「
笑
い
が
一
番
」 

 

 

呼
吸
は
二
分
と
止
め
ら
れ
な
い
が
、
食
事
は

一
日
二
食
で
も
死
ぬ
こ
と
は
な
い
．
自
分
に
合

っ
た
生
活
習
慣
で
生
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
。 

 

医
師
の
診
断
を
重
視
す
る
人
が
多
い
が
、
頑

な
に
生
き
て
い
る
人
も
多
い
。
医
者
は
健
康
に

生
き
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
思
え
ば
後
悔

す
る
こ
と
は
な
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
雨
後
の
竹
の
子
の
様
に
「
四

百
四
病
」
に
合
わ
せ
て
医
院
が
出
来
て
い
る
。

そ
う
し
て
何
処
の
病
院
も
、
大
入
満
員
の
状
況

に
驚
く
ば
か
り
。 

何
年
来
通
院
し
た
病
院
を
転
々
と
渡
り
歩
く

人
も
い
る
。
優
秀
と
言
わ
れ
る
医
師
が
、
高
度

な
医
療
機
器
で
検
査
し
、「
造
化
の
神
」
が
何
万

年
も
か
け
て
作
り
上
げ
た
人
体
の
悪
い
と
こ
ろ

を
、
大
根
を
切
る
様
に
切
り
取
る
。
昔
な
ら
助

か
ら
ぬ
病
人
を
生
き
返
ら
せ
る
技
術
は
、
想
像

を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
治
療
薬
も
日
進
月
歩

で
新
薬
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

昔
は
病
院
に
行
く
と
言
え
ば
大
事
で
、
金
が

か
か
り
、
簡
単
に
は
行
け
な
か
っ
た
。 

保
険
制
度
が
充
実
し
た
現
在
、
後
期
高
齢
者

に
な
れ
ば
一
割
負
担
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
。

忙
し
く
て
病
院
に
行
け
な
い
人
は
、
市
販
の
薬

で
我
慢
し
て
い
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
病
気
が
減
少
す
る
ど
こ
ろ

か
、
次
々
に
新
し
い
病
気
が
現
れ
て
医
療
制
度

を
揺
る
が
せ
て
い
る
。 

保
険
制
度
の
充
実
し
て
い
な
い
貧
し
い
国
も

多
い
。
地
球
上
に
は
日
本
の
様
な
天
国
も
あ
れ

ば
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
難
民
の
あ
ふ
れ
る
地
獄
の

様
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
国
も
あ
る
。 

近
年
、
医
師
の
書
い
た
本
が
次
々
に
発
売
さ

れ
て
い
る
。「
病
院
に
殺
さ
れ
る
」
と
い
う
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
本
と
か
、
誤
診
の
実
態
を
書
い
た

本
も
あ
る
。 

西
洋
医
学
万
能
の
時
代
か
ら
、
手
近
に
自
生

し
て
い
る
薬
草
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
今
か
ら

二
八
〇
年
前
に
、
貝
原
益
軒
と
い
う
学
者
が
、

「
養
生
訓
」
を
書
い
て
、
手
作
り
の
漢
方
薬
を

飲
む
こ
と
を
奨
め
た
。 

孝
行
息
子
が
病
床
の
親
に
「
朝
鮮
人
参
」
を

買
っ
て
食
べ
さ
せ
た
と
い
う
逸
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
寝
た
き
り
の
病
人
に
、
テ
レ
ビ
を

見
せ
る
の
は
気
を
紛
ら
せ
る
薬
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

も
民
法
も
、
高
齢
者
の
楽
し
む
番
組
を
増
や
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
。 

料
理
番
組
で
、
栄
養
が
あ
っ
て
食
欲
を
そ
そ

る
料
理
を
見
せ
ら
れ
て
も
、
ど
う
せ
食
べ
ら
れ

る
訳
で
は
な
い
。
病
気
を
忘
れ
る
様
な
お
笑
い

番
組
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
か
ね
が
ね
思
っ
て

い
る
。 

百
歳
近
く
ま
で
生
き
た
人
に
、「
長
生
き
の
秘

訣
」
を
尋
ね
る
と
、
特
別
の
こ
と
は
し
て
い
な

い
が
、「
く
よ
く
よ
す
る
の
が
悪
い
」、「
笑
う
の

が
一
番
」
と
言
わ
れ
る
。
現
代
人
は
、
確
か
に

笑
う
の
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。 

少
子
・
高
齢
化
の
一
段
と 

進
む
我
が
国
で
あ
る
。
日
々 

の
暮
ら
し
の
中
で
、
笑
い
を 

忘
れ
ず
、
健
康
長
寿
を
目
指 

し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

天
野
長
三
郎 



 
 

                   

                    

                    
 

太鼓練習後に、みんな

で「観音堂」へ…！ 

「観音堂」は樹齢 1,300

年の「神明神社の大杉」

と並んで、大湫宿のシ

ンボルだよ 



  

オススメ！大湫分室の本 

『日本の養殖』 

青木ゆり子：著 

 日本で独自に発展した西洋風料理

「洋食」。ナポリタンやカレーなどの

料理のルーツがわかります。なんと、

肉じゃがもイギリス由来のものだそ

うです。洋食の奥深さを味わってみ

て下さい。 

ご招待券あります（各 2名様） 

○瑞浪市制 65 周年記念・令和元年 

度瑞浪市化石博物館企画展 

「化石になった木とはっぱ」 

期間： 9月 29日まで 

会場：瑞浪市化石博物館 

     レクチャールーム 

○企画展「戦時下のやきもの 

     舟橋コレクション展」 

 期間：9月 23日まで 

 会場：瑞浪市陶磁資料館 

    企画展示コーナー 

○『華めく洋食器 大倉陶園 

100年の歴史と文化』展 

 期間：11月 4日まで 

 会場：岐阜県現代陶芸美術館 

 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

６月：４５便 延べ９３名 

 

 

 

青色回転灯 

防犯パトロール   

８月の予定者 

 

８/上旬：板橋仁晃 

植村 準 

８/下旬：棚橋 悟 

奥村義二 

月
に
２
回
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
ま
す
！ 

皆さん、利用してください。 

ハッピーメッセージのご協力を！ 

釜戸小学校では、人権感覚を育むとともに 

人間関係づくりをすすめるための手だてとし 

て、『ハッピーメッセージ活動』を行ってみえ 

ます。そこで、大湫の地域の皆さまからも子 

ども達に向けて良いところを見つけてメッセー 

ジを書いていただけたらと思います。 

 メッセージカードは大湫公民館ロビーに置 

いてあります。 

 ご協力お願いします。 

あの子、気持ち

いいあいさつす

るよ 

あの生徒さん、ボ

ランティアを頑張

ってるにぃ～ 



区
長
日
記 

 
 

瑞
浪
市
長
選
挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
も
終
わ
り
、
選
挙
の
年
も
一

段
落
、
私
た
ち
の
日
常
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
身
近
な
課
題
の
改
善

へ
向
け
て
、
地
道
な
取
組
み
を
積
み
重
ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

梅
雨
が
例
年
よ
り
長
引
き
、
作
物
の
生
育
に
も
支
障
が
出
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
雑
草
だ
け
は
元
気
が
よ
く
て
恨
め
し
く
、
盛
夏
の
暑

さ
に
う
だ
り
な
が
ら
草
取
り
が
続
き
ま
す
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
つ

つ
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

夏
休
み
が
始
ま
り
、
子
供
た
ち
の
声
が
町
中
に
も
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
き
、
夏
祭
り
・

寺
子
屋
・
写
生
大
会
な
ど
の
行
事
の
機
会
は
勿
論
の
こ
と
、
日
常
的

な
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
す
。
難
し
い
説
教

を
考
え
な
く
て
も
、「
お
は
よ
う
！
」「
げ
ん
き
か
！
」
な
ど
ち
ょ
っ

と
し
た
会
話
と
笑
顔
が
、
子
供
た
ち
を
育
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
年
配
者
の
社
会
貢
献
と
し
て
大
き
な
意
味
合
い
を
感
じ

ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
同
時
に
、
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
先
祖
に
対
す
る

供
養
も
こ
の
季
節
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
神
社
仏
閣
か
ら
路
傍
の

石
仏
に
至
る
ま
で
、
神
仏
の
宿
る
里
「
大
湫
」
を
味
わ
い
、
感
謝
の

心
で
日
々
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
掌
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

5
日 

区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

7
日 

足
又
公
民
館
整
備
事
業 

 
 

11
日 

交
通
安
全
街
頭
指
導
・
リ
ニ
ア
新
幹
線
同
盟
会
総
会 

12
日 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
御
嵩
研
修 

14
日 

市
長
選
挙
告
示 

18
日 

転
入
対
策
委
員
会 

20
日 

大
湫
病
院
「
納
涼
祭
」 

21
日 

参
議
院
選
挙
投
票
日
・
青
少
年
街
頭
指
導 

24
日 

盆
踊
り
練
習
会 

25
日 

大
湫
町
福
祉
懇
談
会 

26
日 

大
湫
町
Ｏ
Ｂ
会 

27
日 

夏
祭
り
会
場
整
備
草
刈
り 

31
日 
盆
踊
り
練
習
会 



三
〇

二
八

二
五

二
四

二
三

二
〇

一
八

一
五

一
二

一
一

十 九 七 五 四 三 二 一 日

金 水 日 土 金 火 日 木 月 日 土 金 水 月 日 土 金 木 曜

　
　
行
　
　
　
事

広
報
委
員
会

小
中
始
業
式

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
／
消
防
市
長
点
検

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

地
域
懇
談
会

(

市
長
と
語
る
会

)

公
民
館
運
営
委
員
会

小
中
P
T
A
奉
仕
作
業

敬
老
会
実
行
委
員
会

＊
振
替
休
日
／
志
多
ら
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト

＊
山
の
日

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
工
作
教
室

か
し
わ
や
営
業

七
夕
ま
つ
り

（
～

一
一
日
ま
で

）

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

財
産
区
全
員
会
議

町
内
写
生
大
会

大
湫
町
夏
祭
り

定
例
区
長
・
幹
事
会

寺
子
屋

（
五
回
目

）

予
　
　
　
定

令
和
元
年
八
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：8/21(水)不燃ごみ：8/8(木 )

 

                   

 

 

 
 

編
集
後
記 

 
  

 
 
 

体
は
毎
日
の
食
事
に
よ
っ
て 

 
 

 
 

支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。
常 

に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
す 

 
      

る
の
は
大
変
だ
が
、
楽
し
み
な
が 

 
 

 
 

ら
食
事
が
出
来
れ
ば
結
構
い
い
か 

 
 

 
 

も
・
・
・
。
そ
れ
に
は
、
食
材
を 

 
 

 
 

知
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
食
材 

 
 

 
 

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
旬
が
あ
り
、
さ 

 
 

 
 

ま
ざ
ま
な
食
べ
方
や
調
理
法
が 

あ
る
。
体
に
お
い
し
い
季
節
の 

 
 

 
 

野
菜
を
も
っ
と
知
っ
て
食
べ
て 

 
 

 
 

こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ 

 
 

 
 

う
・
・
・
ｙ 
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